
※本プログラムはe-Learningのみご受講いただけるプログラムとなっておりますので、研修修了証の
発行はございません。 研修修了証の発行をご希望の方は、集合研修講座とe-Learningがセット
の「《2022年度》超デキるかかりつけ薬剤師プログラム」をお申込みください。

e-Learning カリキュラム

項目 コンテンツ
時間
(hr)

講師

1
地域医療で求められる
薬剤師の役割

・イントロダクション
・タスクシフティングとは
・地域医療の現状と課題

0.5
筑波大学
前野先生

2 コミュニケーション ・コミュニケーションの基礎 0.5
筑波大学
前野先生

3 診断に役立つ病歴聴取
・薬剤師と臨床推論
・臨床推論の基本的考え方

0.5
筑波大学
前野先生

・ヘルスプロモーション
筑波大学
吉本先生

・検診
筑波大学
前野先生

【全１２症候】
　①・風邪　・頭痛

　②・胸痛　・腹痛　・腰痛

　③・動悸、呼吸困難　・しびれ

　④・体重減少
　   ・便通異常（便秘、下痢）
　　・嘔吐

　⑤・浮腫　・排尿障害

6
日常よく遭遇する疾患・
病態に関する基礎知識

・糖尿病トータルマネジメント 4.5
筑波大学
前野先生

7 効果的な情報伝達 ・効果的なプレゼンテーションの仕方 0.5
筑波大学
前野先生

・臨床倫理学
筑波大学
吉本先生

・行動変容と患者教育
筑波大学
阪本先生

・臨床検査
筑波大学
前野先生

9
患者中心の医療と多職
種連携の実践

BPSモデル
・ 患者中心の医療
・ 家族志向のケア
・多職種連携コンピテンシー

4.5
筑波大学
吉本先生

8

医師の診療プロセスの
把握とそれを活用した
患者支援

各0.5

4 予防・健康増進 各0.5

薬剤師に求められる
症状対応

5
筑波大学
前野先生

各0.5

今なぜこのコースが必要？

コースを受けるとどんな薬剤師になれる？

前野先生の動画を視聴しよう

患者アセスメントや

多職種との連携の前提となる

コミュニケーション力を身につける

受診勧奨やコンサルテーションといった

「臨床決断」での必須の情報の

集め方と考え方

エビデンスに基づく健診の有用性を知り、

地域住民の予防・健康増進につなげよう

薬剤師が出会う可能性が高い症候を

ケーススタディを通じて

ポイントを絞った解説

「すぐ受診を勧める？1日様子を見る？
OTC で対処する？」

患者さんの健診結果を受けて、

初診から10年間フォローする

ケーススタディ。

患者さんにあわせた指導とは？

伝え方が9割。医師への報告1つ

とっても漏れなく、要領よく

診断・治療にどのようなプロセスがあるか？

をわかっていることは患者支援の第一歩

これからのチーム医療の前提となる

必須の患者さんに対する考え方



【問い合わせ先】一般社団法人薬学ゼミナール生涯学習センター 受付係

ＨＰ：http://www.yakuzemi-shougai.jp

Email：info@yakuzemi-shougai.jp  TEL:03-6452-6456 （月曜～金曜 平日09：00～17：00）

※土曜日、日曜日、祝日は留守番電話での対応となります。あらかじめご了承ください。

講 師

受 講 料

ラーニングトレイン
のログインは
コチラ

Ph-portの
ご登録、
割引クーポンは
コチラ

10,000円

Ph-port
※
登録で

9,000円
※Ph-portは、薬学ゼミナールが運営する薬剤師のコミュニティーサイトです。

認定単位

研修区分: e-Learning
薬学ゼミナール生涯学習センター（G13）の単位（9単位）1枚発行します。
（コンテンツごとに単位を分割して発行することは致しかねます）

※認定単位は、e-Learningカリキュラム全ての動画視聴及び受講レポートのご提出後に
単位申請が可能となります。

単位発行方法：単位発行システム「単位発行くん」からPDFでのダウンロード形式となります。

受講期間

購入後 1年間

◆略歴◆
1991年 筑波大学卒
1994年 筑波大学総合医コースレジデント
1997年 川崎医科大学総合診療部
1998年 筑波メディカルセンター病院総合診療科
2000年 筑波大学講師
2009年 同 教授
日本プライマリ・ケア連合学会 副理事長

前野 哲博 先生

筑波大学 医学医療系 地域医療教育学教授
附属病院 総合診療科

吉本 尚 先生

筑波大学 医学医療系
地域総合診療医学 准教授
附属病院 総合診療科

◆略歴◆
2004年 筑波大学医学専門学群 卒業
2004年 北海道勤医協中央病院 勤務
2009年 岡山家庭医療センター 勤務
2011年 三重大学家庭医療学講座
2014年 現職

日本プライマリ・ケア連合学会理事・アルコールWG代表
アルコール健康障害対策基本法推進ネットワーク 幹事
家庭医療専門医／家庭医療指導医

前野先生は、総合診療科での診療をはじめ、斬新な教育プログラムの
企画実施など幅広い分野でご活躍されています。


